
 
１． 工業会事務局報告 

 
（１）平成 21 年度第二回理事会 （平成 21 年１１月１８日） 

①平成 21 年度上期事業報告・収支報告 
②平成 21 年度下期事業計画・予算計画 
 平成 21 年度下期事業計画については 資料―１参照 

 
（２）委員会・部門会体制の見直し提案について 

         杉浦常任幹事長より改正に至る経緯、現状の組織、改正組織について資料に基づき
説明がされ、異議無く承認された。当改正は平成 22 年 4 月 1 から実施となる。   
（資料―２、３，４参照） 

 
（３）ペンタックスインダストリアルインスツルメンツ（株）の新会社への事業移行報告及

び会員資格等の提案について （資料―５参照） 
 

新会社ＴＩアサヒ株式会社は 11 月 2 日設立、12 月 1 日実質開始。基本的には新会社

移行前同様の事業展開を行う。ペンタックスインダストリアルインスツルメンツ（株）

としては 11 月末で工業会退会となるが、ＴＩアサヒ（株）として工業会への再入会

を強く希望。 

 
（４）来年度開催予定「Ｇ空間ＥＸＰＯ」概要説明について（資料―６参照） 

開催時期  平成 22 年 9 月 19 日（日）～21 日(火) 
開催場所  パシフィコ横浜 

 
         

以  上 



資料―１  

平成２１年度下半期事業計画書（案） 

 
平成２１年度下半期の主な事業は下記の通り。 

 

１． 標準化事業 

（１）ISO 国際規格関係 

ア． 国際規格適正化委員会活動 

① ISO DIS 17123-5 Electronic Tacheometer Full Test の日本案審議 

  Electronic Tacheometer =トータルステーション 

イ． ISO/TC172/SC6 国際規格国内分科会活動 

① ISO 案審議（既存規格への不確かさ概念の導入案：3規格） 

   ISO17123-1 理論 

   ISO17123-4 EDM 

   ISO17123-6 回転レーザ 

② ISO DIS 17123-5 Electronic Tacheometer Full Test 日本案提出 

③ 新規 ISO 規格案審議（3規格） 

   ISO17123-9 レーザスキャナ 

ISO17123-10 ノンプリズム測定 

   ISOXXXXX ハンドヘルドレーザ距離計 

    

（２）工業標準（JIS）規格関係 

① 標識くい、JIS 認定作業への援助の促進 

② インテリジェント杭の仕様標準検討  

 

２． 行政関係事業 

（１）インテリジェント基準点杭 

フォーマットの規定促進検討（地理院測地部基準課の指導の下） 

仕様決定の促進 

 

（２）「公共測量作業規程」確認作業に対する支援 

平成 20 年 4 月施行「公共測量作業規定」の確認作業が現在行われており、工業会と

して検討委員の派遣及び関係委員会・部門会による意見提出を積極的に行う。 

３． 一般事業 

（１）国土交通省総合政策局建設施工企画課及び国土技術政策総合研究所関係 

「TS を用いた道路土工の出来形管理」 

「舗装工」の全国版については国総研が主体となって平成22年度以降本格

的な検討・試験施工が実施されることになっている。それに伴い工業会と

してはノンプリズムＴＳによる舗装厚測定の精度に関して試験方法も含

めて理論的な検証を行って、全国版の要領案に反映させていく必要がある。 

   工種拡大の一環として「地下埋設物」が追加され、下期に試験施工（4件



予定）が実施される予定である。 

 情報化施工機器の規格化と普及については 建設機械化協会情報化施工

委員会の規格検討ＷＧにて審議・検討することになり、現在 出来形管理

用ソフトウエア・サポートソフトウエア要求の規格化について議論を進め

ている。 

ＲＴＫ－ＧＮＳＳによる出来形管理についても平成20年度に引き続き工

種として「道路土工」、「河川」に対する試験施工が平成21年下期に5件

程予定されている。 

 

（２）Ｇ空間ＥＸＰＯ開催への支援 

来年度、「地理空間活用基本法」閣議決定に伴い、内閣官房が主管する「Ｇ空間ＥＸ

ＰＯ」が平成 22 年 9 月 19 日（日）～21 日（火）パシフィコ横浜にて開催されるこ

ととなった。本年まで継続開催している「地理空間情報フォーラム」が中心となり、

工業会として主催団体・実行委員会委員として開催に対し支援することになる。 

  

（３）IC タグの利活用推進 

国土地理院測地部に対し IC タグの利活用について推進を行う。 

IC タグメーカとの共同作業により、測量関係団体・国総研・地理院関係者に対し、今

まで以上に「IC タグ」の有用性に付き勉強会・意見交換会を開催する。 

 

４． 工業会機器検定・認定事業に関する主な活動 

  （１）機器検定 

     検定に関する改善を推進する。（検定期間短縮、生産性の向上等） 

 

  （２）JSIMA 規格による校正・検査認定制度 

平成 22 年 12 月更新時期を迎えるに当り、次の課題に対する対応策を検討する。 

① メーカ（教育指定事業者）のサービス認定店から除外された認定事業者対応 

② メーカ（教育指定事業者）推薦から除外された認定事業者対応 

③ 次回更新時（平成 22 年 12 月）委託事業者は認定事業者から除外する事への対応 

 

５． 表彰関係 

（１）政府等の表彰について積極的に候補者推薦する。 

 

（２）工業会表彰を行う。 

 

６． その他 

（１）賀詞交歓会、春季懇親会の開催(予定) 

賀詞交歓会    平成 22 年 1 月 18 日(月) 東京プリンスホテル  

総会・春季懇親会 平成 22 年 5 月 24 日(月)  機械振興会館 会議室 

 

（２）校正・検査認定制度の周知及び質的向上 

   校正・検査認定制度は、来年・平成 22 年 12 月で運用 6年（第 2回目の更 



新時期）を迎え、周知策としてＩＳＯ審査委員への制度理解周知等外部団体と連携し

推進していく。併せて、質的向上についても国内委員会を中心に検討を進める。 

 

（３）ＪＳＩＭＡロゴの活用 

広く「日本測量機器工業会」の存在を周知する為に、工業会ロゴの活用・利用 

を積極的に推進する。（会員企業の名刺による利用等） 



（資料ー2）

（現　状）
　　　　　　　　　　一般社団法人日本測量機器工業会組織図概要 ２００９．１１．１８

赤字は委員長選出会社名、委員長名
（敬称省略）
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（資料ー3）

（改定案）
一般社団法人日本測量機器工業会組織図概要 2009.１１.１８
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（資料ー4）

１．従前の委員会・部門会・分科会・ＷＧを活動実態に合わせ再編成した
・「サービス分科会」を「サービス部門会」と改称し「国内委員会」の下に置く
・「広報委員会」を「広報部門会」とし「国内委員会」の下に置く
・「地理空間情報システム展Ｇ」は継続的に展示会が開催されるために「広報部門会」の下に置く
・「電子式測量機器部門会」は現状活動は無く、廃止とし、
　　　　　　　　電子式測量機の問題発生時に「技術委員会」に受け皿を設置する
・「光学式測量機器部門会」は現状活動は無く、廃止とし、
　　　　　　　　光学式測量機の問題発生時に「技術委員会」に受け皿を設置する
・「認定事業ＷＧ」は「サービス分科会」に統合する
・「長さWG」は廃止とする．（設置目的は達成した）
・「標識杭ＷＧ」は廃止とする（設置目的は達成した）
・「ＩＣタグ規格ＷＧ」は廃止とする（設置目的は達成した）
・「検定責任者会議」は検定事業の課題・報告事項発生時に開催されることから組織図からは削除する。

２．報告系統を明確にした

３．規定どおり幹事長・幹事・委員長・部門長は会長委嘱とする。

４．幹事長、委員長、部門長の任期は1期／３年とし、再任は妨げない。（但し2期／6年を上限とする。）

５．改定時期は平成22年4月1日からとする。
（平成22年２月末までに委員長・部門長選出会社の検討（バランス調整）を行う。

今　回　の　改　定　点（工業会委員会・部門会・WG組織）





資料―６                          平成２１年１１月１８日 

 

「Ｇ空間ＥＸＰＯ」開催概要 

 

１． 名  称：「Ｇ空間ＥＸＰＯ」  

サブタイトル「いつ・どこ情報で暮らしが変わる、未来を創る」 

Ｇ-ｓｐａｔｉａｌ ＥＸＰＯ 

 

２． 会  期：２０１０年９月１９日（日）、２０日（月・祝）、２１日（火） 

 

３． 会  場：パシフィコ横浜（横浜国際平和会議場） 

 

４． 主  催：Ｇ空間ＥＸＰＯ実行委員会（産・学・官メンバー別紙１参照） 

 

５． 開催時間：１０時～１７時 

 

６． 入場料 ：無料 

 

７． 行事内容：展示会 

     講演会／シンポジウム／セミナー 

体験・実演型イベント 

ベンダーフォーラム 

情報交換 

 

8. 来場者数：３万～５万人（３日間延べ・見込み） 

 

９． 展示規模：１４０社／団体／機関 ７００小間（２ｍ×２ｍ） 

        小間代＝１２６、０００円／１小間 

        ベンダーフォーラム、シンポジウム＝有料（今までは無料） 

 

10． 備  考：例年６月頃開催されている「地理空間情報フォーラム」は、当「Ｇ 

空間ＥＸＰＯ」に包括される。２０１１年度は「地理空間情報フォーラム２

０１１」として開催予定。  
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